
                     

海 津 市 観 光 協 会 規 約  

第１章  総  則 

  (名称) 

第１条  本会は、海津市観光協会(以下「本会」という。)と称する。 

  (事務所) 

第２条  本会は、事務所を岐阜県海津市海津町高須５６３番地１(海津市商工会館内)に置

く。 

  (目的) 

第３条  本会は、海津市における観光事業の健全な発展と振興を図り、時代に即応した観

光事業を積極的に推進し、もって地域経済の向上及び発展を促すとともに、地域文化の

振興と活性化に寄与することを目的とする。 

  (事業) 

第４条  本会は、前条の目的を達成するために次に掲げる事業を行うものとする。 

   (１)  観光意識の普及向上 

   (２)  観光情報の収集提供 

   (３)  観光資源の宣伝紹介 

   (４)  観光資源の支援育成 

   (５)  観光事業の計画及び促進 

   (６)  観光事業に関する調査研究 

   (７)  観光振興のための事業等の実施や物産の販売及び参加 

   (８)  観光客の誘致と接遇の改善 

   (９)  その他目的達成に必要と認める事項 

   

     第２章  会  員 

  (会員) 

第５条  本会の会員は、次のとおりとする。 

  (１) 本会の目的に賛同して入会した各種団体、企業及び個人  

  (２) 関係官庁及び関係諸団体の職務に従事するもので、会長の推薦により本会の役員

になったもの 

 （３） 本会の事業をボランティアで賛助するために入会した個人 

  (入会) 

第６条  本会の会員になろうとするものは、所定の入会申込書を会長に提出し、理事会の

承認を得なければならない。ただし、前条第２号の規定による会員は、この限りではな

い。 



  (資格の喪失) 

第７条 会員は、次の各号の一に該当するときは、その資格を喪失する。 

(１) 脱会したとき 

(２) 会費を滞納したとき 

(３) 除名されたとき  

  (退会) 

第８条  退会を希望する会員は、退会届を提出しなければならない。 

 

     第３章  役  員 

  (役員) 

第９条  本会に次の役員を置く。 

  会  長      １名 

  副会長      ２名 

  理  事      若干名（会長、副会長を含む） 

  監  事      ２名 

  (役員の選任) 

第１０条  理事は、会員から選任し、総会において承認を得る。 

２  会長及び副会長は、理事会において理事の中から互選し、総会において承認を得る。 

３  監事は、会長が推薦し、総会において承認を得る。 

４  理事及び監事は、相互にこれを兼ねることができない。 

  (職務) 

第１１条  会長は、本会を代表し会務を総括する。 

２  副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理し、会長が欠けたと

きは、その職務を代行する。 

３  理事は、理事会を組織し本会の運営にあたる。 

４  監事は、本会の業務及び会計を監査する。 

  (任期) 

第１２条  役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２  役員が任期途中で退任した場合における後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

３  役員は、辞任し又は任期満了後であっても後任者が選任されるまでの間は、その職務

を行う。 

  (報酬等) 

第１３条  役員は、無給とする。ただし、本協会の業務のために要した旅費及びその他の

雑費についてはこの限りでない。 

  (顧問) 

第１４条  本会に顧問を置くことができる。 

２  顧問は、観光事業に関し識見を有する者の中から会長が理事会の承認を得て委嘱する。 



３  顧問は、本会の事業の遂行上重要な事項について会長の諮問に応じ意見を述べ、又は

会議に出席して意見を述べることができる。 

 

  第４章  会  議 

  (会議) 

第１５条  会議は、総会及び理事会とする。 

２ 会議は、会長が招集する。 

３ 会議の議長は、会長がこれにあたる。 

  (総会) 

第１６条  総会は、通常総会及び臨時総会とする。 

２  通常総会は、年１回開催する。 

３ 臨時総会は、会長が必要と認めたときに開催する。 

  (総会の議決事項) 

第１７条  総会は、この規約に定めるもののほか、次の事項を議決する。 

   (１)  規約の改廃 

   (２)  事業計画及び収支予算の決定 

   (３)  事業報告及び収支決算の承認 

   (４)  その他重要事項 

  (会議の定足数) 

第１８条  総会・理事会はその会員の半数以上の出席者をもって成立する。 

ただし、委任状によってあらかじめ意志を表示した者は出席したものとみなす。 

  (議決) 

第１９条 総会の議決は、出席会員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは議長

の決するところによる。 

２ 総会に出席できない会員は、議長に議決権の委任をすることができる。この場合にお

いて、委任状によってあらかじめ意志を表示した者は、総会に出席したものとみなす。 

  (議事録) 

第２０条 議長は、総会終了後、遅滞なく議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録には、議事の経過の要領及びその結果を記載し、議長が指名した出席会員２名

がこれに署名押印する。 

  (理事会) 

第２１条  理事会は、理事をもって構成し、会長が必要と認めたときに開催する。 

  (理事会の議決事項) 

第２２条 理事会は、規約に定めるもののほか、次の事項を議決する。 

 （１）会務の執行に関する事項 

 （２）総会に付議すべき事項 

 （３）総会によって委任された事項 



 （４）その他理事会の業務執行等に関する事項 

 第５章 会計 

  (会計年度) 

第２３条  本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

  (経費) 

第２４条  本会の経費は、会費、寄付金及び補助金その他の収入をもって充てる。 

 

  (会費) 

第２５条  会員は、毎年所定の納期に会費を納付しなければならない。 

２ 会費は、１口年額５，０００円とし、１口以上納付しなければならない。なお、第５

条２号及び３号に規定する会員は免除とする。 

３ 既納の会費は返還しないものとする。 

 

第６章 事務局 

  (事務局) 

第２６条  本会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局には、事務局長その他の職員を置く。 

３  事務局長その他の職員は、会長が任命する。 

 

第７章  その他 

  (その他) 

第２７条  この規約に定めるもののほか、本会の運営に関して必要な事項は、別に定める。 

   

附  則  この規約は、平成２０年２月４日から施行する。 

附  則  この規約は、平成２１年５月２０日から施行する。 

  (実施の時期) 

１．この規約は、協会設立の日（平成２０年２月４日）から実施する。 

  (任期の特例) 

１．設立当時の役員の任期は、第１２条(任期)の規定にかかわらず、平成２２年３月３１

日までとする。 

 (事業年度の特例) 

１．設立当時の事業年度は、第２３条（会計年度）の規定にかかわらず、協会設立の日に

始まり、平成２０年３月３１日に終わるものとする。 

２．平成１９年度の会費を納入した会員については、第２５条（会費）の規程にかかわら

ず、平成２０年度の会費は徴収しない。 

 附 則 この規約は、平成２３年５月２０日から施行する。 


